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年表
歴史

国士舘創設の頃の日本は、第一次世界大戦によって一時期、好景気
となりましたが、反面、地方の一漁村の主婦たちが起こした米騒動
が、僅か10日あまりの間に全国各地に蔓延するなど、陰うつな世相
でした。そのような時代を憂いた都下の青年有志たちが「青年大民
団」を結成します。大民団の目的は、「言論」と「教育」をもって国家の
繁栄と国民生活の平穏に資することにありました。
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歴
史次世代を担う柴田德次郎、花田大助、喜多悌一、上塚司ら大民団の

活動は、「言論」では、1916（大正5）年6月の雑誌「大民」創刊以来、
1945（昭和20）年までその役割を果たし、「教育」においては、1917
（大正6）年11月、東京・麻布に私塾「國士館」の創立をみました。
国士舘は、1919（大正8）年に世田谷に移って基盤を整え、高等部・中
等部と本格的な学校を設け、これを起点に今の総合学園国士舘へと

発展を遂げました。
波瀾の時世、国士舘の興隆を支えてきた人々は少なくありませんが、
まず挙げなければいけないのは、終生、学園経営の責を担ってきた
創立者の功業と、国士舘創建の四長老として知られる頭山満、徳富
蘇峰、野田卯太郎、渋沢栄一の存在です。また、中野正剛、緒方竹虎、
松野鶴平の名も国士舘発展の歴史に深く刻み込まれています。
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